
東
海
本
部
は
１
月
16
日
、
静
岡
・

あ
ざ
れ
あ
第
２
会
議
室
で
、
国
労
西

日
本
本
部
書
記
長
・
大
北
真
也
さ
ん

を
講
師
に
招
い
て
「
地
域
公
共
交
通

を
守
る
西
日
本
本
部
の
取
り
組
み
」

の
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
労
働

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
も
な
講
演
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
現
状
報
告

講
演
の
冒
頭
に
、
①
社
員
数
２
４

３
０
０
人
（
単
体
）
、
４
４
３
６
６

人
（
連
結
）
②
駅
数
１
１
５
０
駅
③

車
両
数
６
４
１
２
両
④
資
本
金
２
２

６
１
億
円
⑤
鉄
道
キ
ロ
数
新
幹
線
９

３
７
・
７
キ
ロ
、
在
来
線
３
９
５
９
・

８
キ
ロ
と
い
う
現
状
デ
ー
タ
報
告
が

あ
り
、
西
日
本
会
社
の
組
織
再
編
で

は
近
畿
統
括
本
部
の
設
置
（
大
阪
支

社
・
神
戸
支
社
・
京
都
支
社
を
再
編
）
、

中
国
統
括
本
部
の
設
置
（
米
子
支
社
、

岡
山
支
社
、
広
島
支
社
を
再
編
）
、

鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー
の
設
置
（
鉄
道
事

業
に
つ
い
て
安
全
最
優
先
を
前
提
と

し
た
自
主
自
律
・
持
続
的
な
経
営
を

目
指
し
、
鉄
道
事
業
に
係
る
グ
ル
ー

プ
会
社
を
束
ね
る
鉄
道
カ
ン
パ
ニ
ー

を
設
置
）
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
労
働
組
合
の
現
状

労
働
組
合
は
、
国
労
以
外
で
は
西

日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
労
働
組
合

（
西
労
）
、
全
日
本
建
設
交
運
一
般

労
働
組
合
（
建
交
労
）
、
国
鉄
西
日

本
動
力
車
労
働
組
合
（
動
労
西
日
本
）

が
存
在
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

安
全
・
安
定
輸
送
に
つ
い
て

２
０
０
５
年
４
月
25
日
に
福
知
山

線
脱
線
転
覆
事
故
、
２
０
０
６
年
１

月
24
日
に
伯
備
線
社
員
接
触
事
故
、

２
０
２
３
年
12
月
５
日
に
見
張
り
員

貨
物
列
車
接
触
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題

・
ロ
ー
カ
ル
線
の
ご
利
用
状
況
は
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
と
と
も
に
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。

・
鉄
道
輸
送
は
大
量
輸
送
に
適
し
て

お
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
そ
れ
が
良

い
の
か
、
別
の
方
法
で
も
い
い
の
か

等
の
議
論
が
必
要
。

・
２
０
２
２
年
４
月
11
日
に
は
「
ロ
ー

カ
ル
線
に
関
す
る
課
題
認
識
と
情
報

開
示
に
つ
い
て
」
と
し
て
経
営
状
況

に
関
す
る
情
報
開
示
を
行
う
と
し
て

11
月
30
日
に
公
表
し
た
（
17
路
線
30

区
間
）
。

・
輸
送
密
度
２
０
０
０
人
/
日
未
満

の
線
区
に
つ
い
て
線
区
別
の
収
支
率

を
出
し
た
。

・
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

も
避
け
ら
れ
な
い
。

・
今
ま
で
は
都
市

部
で
稼
い
だ
収
益

を
地
方
地
域
へ
充

て
て
い
た
。

・
コ
ロ
ナ
で
補
え

な
い
状
況
か
ら
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
問

題
が
出
て
お
り
、

ダ
イ
ヤ
改
正
で
も

大
幅
に
本
数
を
減

ら
し
て
い
る
。

・
国
の
法
律
も
あ

り
、
さ
ら
に
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
問
題

の
協
議
は
加
速
し

て
い
く
方
向
に
あ

る
。

・
現
時
点
で
は
国
が
関
与
し
て
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
、
線
区
の
特
性
、

移
動
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
上
下
分

離
方
式
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
幅
広
く
行
う
と
し
て
い
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
利
用
者
減
、

収
入
減
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た

が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
な
る
と
都

市
部
の
儲
け
と
地
方
地
域
の
関
係
は

な
い
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。

・
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
も
２
０
２

４
年
３
月
26
日
、
２
０
２
４
年
10
月

16
日
と
開
催
さ
れ
再
構
築
に
つ
い
て

の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

国
労
西
日
本
本
部
の
闘
い

①
安
全
・
安
心
の
鉄
道
会
社
へ

②
利
用
者
・
地
域
住
民
の
生
活
の
足

と
し
て
の
鉄
道
を
目
指
し
て

③
会
社
と
組
合
の
今
後
の
関
係
性

④
将
来
展
望

国
労
西
日
本
は
労
使
と
も
に
真
摯

に
社
員
・
利
用
者
の
た
め
に
向
き
合

う
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
地
域
公
共

交
通
の
直
面
す
る
課
題
を
克
服
し
交

通
体
系
を
地
域
全
体
で
維
持
で
き
る

よ
う
に
議
論
を
深
め
、
安
全
で
安
心

し
て
利
用
で
き
る
鉄
道
を
目
指
し
奮

闘
し
た
い
。
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